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閉会の辞

　皆様どうもありがとうございました。それでは、これより閉会のご挨拶に移り
ます。閉会のご挨拶は観光学部教授、杜国慶先生より頂戴します。杜先生、よろ
しくお願いいたします。
○杜　ありがとうございます。はい、これで終わりと言いたいんですけど、そう
はいかないんですね。なぜかというと、今、胸がいっぱいです。言いたいことが
たくさんありまして。ただ時間もありますので、私の感想を 2 点にまとめてち
ょっと話させていただきたいと思います。
　第 1 点、皆さんは知っているかどうか分からないんですけど、私、今日、皆
さんの発表を聞いて一番感じているところは、積極的に他者を受け入れる、それ
から違いを認めるというようなこと、寛容性を持つようなことは非常に大事なこ
とだと思っています。なぜかというと、そうするのは他者のためではなくて自分
のためです。多分知らない人が多いと思うんですけど、立教大学は本来だったら
日本にあるべき大学ではなかったんです。最初に松井先生から、立教大学の歴史
の説明があったんですけど、それはウィリアム氏が 1874 年に築地の小さな学
校からスタートしたということなんですけど、ウィリアムズ氏が大学時代に神学
を勉強していたときには、目指していたところは日本ではなかったんです。彼は
大学時代に神学を勉強しながら中国語を学習していました。大卒してからすぐ中
国へ行って、中国語でも宣教できるようになりました。そこで中国で立教をつく
ろうというような夢を持っていたんですけど実現できなかったんです。
　理由は何かというと、そのときは、まだ中国は清の時代で、義和団という反乱
がありました。その義和団のスローガンとしては、外人を一掃しよう、外国の文
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化を一掃しよう、外国の宗教は一掃しようというものでした。ですからこういう
ふうに宣教活動をやりたいウィリアムズ氏は中国にはいられなくて、中国で大学
をつくるような夢は実現できませんでした。彼はやがて長崎にたどり着いて少し
ずつ活動を進めて、資金を集めて、立教大学をつくったということです。
　本来は中国でつくりたかったんですけど、やはり中国はそのときは鎖国という
ような政策があったのでできなかったというようなことで、積極的に他者と触れ
合う、それから積極的に他の文化を受け入れるようなことはどれだけ得するかと
いうのは立教大学の歴史からもよく分かるわけです。
　今日も、まさに私たちのこのシンポジウムというのは、立教大学同士が語り合
うという形ではなくて、外部の方にも来ていただきまして、外部から立教大学は
どのように見られているか、どのように見えてきたのかというようなことも、私
たち立教大学の者に伝えて頂いて、大変勉強になりました。このようなアレンジ
は本当にとてもよかったと私は感じています。これが第 1 点。
　第 2 点は、一番関心を持っていたところは池田先生の発言のキーワードでした。

「共創」という 2 文字ですね。この 2 文字を聞いていく中で、少しずつ違和感が
湧いてきたんです。なぜかというと、「共創」とは、「共」はともにということで
ありますので、一緒に全てをということで、「創」というのは、日本語の発音と
しては「ツクル」ということですね。でもつくるというのは、日本語はすごく面
白い言語でありまして、漢字が日本に伝わってきてからはどんどん変わってきま
した。例えば私の名前、「杜国慶」といいます。私は自己主張として「ト　コッ
ケイ」と読みます。でも、ある床屋さんに行きまして、そこに名前を書いて待っ
ていたら、「モリ　クニヨシ」というふうに呼ばれました。びっくりしました。
中国人にはあり得ないことです。それは日本語の中の漢字です。ある日、友達か
らプレゼントをもらいまして、そこではプレゼントの業者が勝手にローマ字を書
いてくれました「Morikuni Kei」と。おお。私の名前が、日本語の中ではこん
なにバラエティがあり得るんだと大変びっくりしました。中国語の中では、「DU 
Guoqing」という 1 つの発音しかあり得ません。ただ日本語は、漢字をこうい
うふうに使って、モリクニヨシ、モリクニケイというような変化というのは私に
とってはとても面白い発想でした。ですから、もし私が日本語を勉強しなければ、
そういうようなことはないんですね。
　話は戻るんですけど、つくるというのは、池田先生は、創造の「創」を使いま
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したね。でも「ツクル」というような発音、日本語に字を書くとしたら幾つかあ
りますね。例えば、作文の「作」もあり得るんです。あるいはしんにょうの製造
の「造」もあり得るんです。もし人と人がつながって一緒に協働するということ
であれば、まずにんべんのある「作」を使わない？　というようなふうに非常に
疑問でした。でも恐らく、英語に訳する場合は、先生が使った「創」というのは、
画面にも creative と映されたんですね。
　もう一つは、にんべんの「作」だったらMakeとか、あるいはしんにょうの「造」
というのは Produce というような英語になってしまうと思うんですけど、なぜ
先生はこの左半分は倉、右半分はりっとうというようなものを使うかということ
を考えました。少しずつ考えていく中で、私のそういう違和感が少しずつ消えて
いきました。そのとき、古代の漢民族が「創」という漢字をつくったときはどう
いうような意味合いだったかというと、恐らく刃物は鎌ですよね。鎌で稲を刈り
上げて、自分の倉をいっぱいにしていく。それからさらに自分のお腹をいっぱい
にしていくというのは、「創」というようなことです。
　恐らくそのときは鎌で稲を刈り上げて自分の穀倉をいっぱいにしていくことが
とても大事で、自分の命に関わるようなことでありました。今の時代に私たちに
とっては鎌が必要であるのか、倉が必要であるのか。池田先生はそういう漢字を
使って本当にいいのかどうかという疑問を感じたんです。でもそれはとてもよか
ったんです。中村さんの話を聞いて、私たちが今持つべき「りっとう」のような
ものは何かというと、スキルですよね。でも創という字は、本当に右半分の「り
っとう」だけで成り立つのではなく、私たちの目的は穀倉をいっぱいにしていく
ことでありますので、むしろスキルだけではなくて、そのような素質を持てるよ
うに倉をいっぱいにしていくようなものが必要だと思うんです。そういうような
学生が必要。
　今、「りっとう」を私たちのキャンパスに置き換えて考えれば、どういうもの
かというと、学生の積極性、勇気、それから寛容性というようなものがりっとう
になると思います。倉は何かというと、私たちの頭、私たちの心、私たちのキャ
ンパス、さらに大きくして私たちの社会、それから世界というようなことである
と思います。ですから、池田先生の共創の「創」という文字は、古代は、漢民族
がそのように自分のお腹をいっぱいにしていくように考えていましたが、今、私
たちの時代は私たちの心をいっぱいにしていかないといけない。さらに右側の「り
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っとう」だけスキルを持っていればいいんじゃなくて、目的は倉をいっぱいにし
ていくというようなことは素質を強調するということですね。
　ですから今日は本当に、来るまでは嫌々だったんです。やっぱり土曜日は休み
たいんですけど、来てから大変勉強になりました。お金を払いたいぐらいです。
いいんですか。お言葉に甘えて。
　それでは、いろいろ冗談を言ってしまいましたけど、これを私の最後の閉会の
辞ということにさせていただきます。どうもありがとうございました。
○鹿目　杜先生ありがとうございました。
　これをもちまして本日のシンポジウムを終了させていただきます。本日は長時
間にわたりご清聴いただきましてまことにありがとうございました。最後にアン
ケートへのご協力のお願いです。本日のシンポジウムの感想等をアンケートにお
寄せください。ご来場の皆様、先ほどお配りしましたアンケートは入り口に付近
に係の者がおりますので、お帰りの際にご提出いただけますようお願いいたしま
す。次回以降のシンポジウムについてご案内を差し上げたいと思いますので、よ
ろしければ入り口にございます用紙にメールアドレスをお書きください。またオ
ンラインにてご参加の皆様、アンケートは Google フォームからご回答ください。
Google フォームはこのスライドにあります URL、もしくは QR コードからア
クセスしていただけます。QR コードをお使いになる方はスマートフォン等から
ご回答ください。
　会場にいらっしゃる皆様、会場は 5 時 15 分に締めることになっております。
お帰りの際、お忘れ物のないようよろしくお願いいたします。それ以降のご歓談
はこちらの建物の 1 階もしくは中 2 階のグローバルラウンジをご利用ください。
　本日はありがとうございました。


